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（２）定住自立圏の構成市町

　　　室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町

第１章　定住自立圏共生ビジョンの策定にあたって

１．定住自立圏の概要とこれまでの取組  　

（１）定住自立圏の名称

　　　西いぶり定住自立圏

経て、９月３０日に室蘭市と５市町との間で１対１の協定を締結しました。

推進協議会を設置し、連携する取組内容の検討を進めてきました。

　平成２２年９月には、定住自立圏の形成に関する協定書を各市町の議会へ提案し、その議決を

第１章 定住自立圏共生ビジョンの策定にあたって

　定住自立圏構想は、圏域を構成する中心市と関係市町が協定によって、連携と役割分担を行

い、定住のための暮らしに必要な諸機能を確保するとともに、地域資源を活用した経済の活性化

と交流の促進を図り、圏域として魅力あふれる地域を形成していくことを目指すものです。

　室蘭市は、平成２１年１２月１５日に、圏域の中心的な役割を担う意思を表明する「中心市宣言」

を行い、宣言に賛同した登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町と西いぶり定住自立圏形成

２．定住自立圏の名称及び構成市町　　　　

ものです。

　本共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日総行応第３９号総務次官通

て推進する取組について、内容や実施スケジュール、事業費見込み等の具体的内容を記載する

３．定住自立圏共生ビジョンの目的　　　　　

４．定住自立圏共生ビジョンの計画期間　　

　本共生ビジョンの計画期間は、平成２３年度から平成２７年度までの5年間とし、毎年度所要の見

直しを行います。

知）第６の規定により、先に締結した西いぶり定住自立圏形成協定に基づき、関係市町が連携し

豊浦町 洞爺湖町 伊達市

伊達市

壮瞥町

登別市

室蘭市
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大項目

1.人材育成

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(1)地域医療体制の充実
　圏域内の医療機関間の連携を促進すること
により住民の安心を支える地域医療体制の
充実を図る。

(1)地域防災体制の充実
　災害時の相互応援体制を構築するととも
に、市立室蘭総合病院の災害派遣医療チー
ム（ＤＭＡＴ）の編成により地域防災体制の充
実を図る。

(1)広域観光の推進
　圏域の観光資源を活用し、広域的な滞在
型・体験型観光の推進を図る。

(1)地域環境関連活動の推進
　住民の環境意識向上や温室効果ガスの削
減に対応した事業者の取組支援、不法投棄
の防止など圏域における環境関連活動の推
進を図る。

(1)広域学校教育の推進
　室蘭市との連携による理科教育、ものづくり
教育の充実をはじめ、圏域資源を活用した総
合学習推進により、広域的学校教育活動を
推進する。

(2)広域社会教育の推進
　広域的生涯学習の推進や人材の育成や活
用に連携して取り組み、文化・スポーツ活動
における連携促進により、広域的社会教育活
動を推進する。

(1)行政情報ネットワークの推進
　メール配信システムをはじめ、図書館の広
域利用や教育情報システムの共同化など、
行政情報ネットワークの構築を推進する。

(1)人材育成の推進
　行政機能の高度化・多様化に対応した人
材育成を図るため連携して研修等を行う。

1.ＩＣＴネット
ワーク

2.地産地消

結
び
つ
き

3.観光

4.環境

5.教育

生
活
機
能

1.医療

イ．室蘭工業大学と連携し政策形成に係る研
修等を実施する。

ア．合同での職員研修を実施する。

イ．図書館情報等の行政情報ネットワークの
構築・運営に取り組む。

(1)西胆振農水産物の消費拡大
　圏域における地産地消を促進する。

ア．地元農水産物の消費拡大に向けて、住
民周知など啓発活動を行う。

イ．生涯学習人材の育成に連携して取り組
み、人材の活用に協力する。

ア．地域に密着した情報発信を図るためメー
ル配信システムの構築・運営を行う。

ア．小中学校における理科教育やものづくり
教育の充実を図る。

イ．小中学校における広域的な総合学習を
推進する。

　西いぶり定住自立圏形成協定においては、以下の連携を行うこととしており、大項目・中項目は

６市町共通、小項目は市町により若干の相違があります。

2.防災

ア．災害時における職員派遣や資機材提供
等の相互応援体制を構築する。

ア．住民の環境意識向上に取り組み、事業
者の温室効果ガス削減の取組を支援する。

第１章　定住自立圏共生ビジョンの策定にあたって
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５．定住自立圏形成協定の概要　　

中項目 小項目

ア．医師・医療機関間相互連携システムへの
参加を促進し医療体制の充実に取り組む。

ア．広域的な生涯学習、文化、スポーツ等の
社会教育活動を推進する。

(2)再生可能エネルギーの導入促進
　低炭素社会に対応したｴﾈﾙｷﾞｰ利用を図る

ア．再生可能エネルギーの公共・民間施設で
の利用促進に取り組む。

イ．市立室蘭総合病院の災害派遣医療チー
ム（ＤＭＡＴ）を編成し資機材の整備を行う。

ア．地域資源を活用した観光プログラム・
ルートの開発に取り組む。

イ．ＩＣＴ利用の遠隔妊婦健診等により周産期
医療の充実に取り組む。

イ．不法投棄防止の促進や住民の意識向上
に取り組む。

イ．観光客の受入れに係る案内情報の充実
や拠点施設整備、人材育成に取り組む。

ウ．国内外の観光客誘致に取り組む。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：国勢調査（各年10月１日現在）

年間で１５ポイント上昇するなど、急速な高齢化が進行しています。

　国立社会保障人口問題研究所による平成１７年国勢調査人口を基準とした人口推計では、

まれており、人口減少及び高齢化に対応したまちづくりが課題です。

平成４７年における圏域人口は約１４万人まで減少し、高齢化率は約４０％まで上昇すると見込

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

第２章 定住自立圏に係る圏域の現状と課題

Ｈ２２年は住民基本台帳人口（9月30日現在）

【圏域総人口の推移】

医療、防災、観光、環境、教育、ＩＣＴネットワーク、地産地消、人材育成の分野について、現状

　定住自立圏に係る圏域の現状と課題として、人口動向及び、形成協定において連携を行う

小さく伊達市では若干の増加となっていますが、最近１０年間ではいずれも減少となっています。

　また、年齢３区分別の人口推移では、いずれの市町においても、６５歳以上の構成比が上昇

しており、圏域全体における６５歳以上人口の構成比は平成２２年９月末で２９．４％と、この２０

の取組や施設の状況及び課題等を以下にまとめます。

１．人口の現状と課題　　　　　　　　　　　　

　平成２２年９月末の西胆振圏域人口は２０１，６２５人となっていますが、２０年前と比べると約３

万１千人の減少、増減率では－１３．５％となっており、市町別の推移では、登別市の減少率が

233,104240,000

市町名 Ｈ２年 Ｈ７年 Ｈ１２年 Ｈ１７年
Ｈ２２年
参考値

増減率
H2→H22

 室蘭市 117,855 109,766 103,278 98,372 94,917 -19.5%

 登別市 55,571 56,892 54,761 53,135 52,279 -5.9%

 伊達市 36,652 36,647 37,139 37,066 36,763 0.3%

 洞爺湖町 13,113 12,805 10,622 11,343 10,248 -21.8%

 豊浦町 5,790 6,121 5,286 4,771 4,478 -22.7%

 壮瞥町 4,123 3,866 3,748 3,473 2,940 -28.7%

 圏域合計 233,104 226,097 214,834 208,160 201,625 -13.5%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：国勢調査（各年10月１日現在）

【市町別総人口の推移】

Ｈ２２年は住民基本台帳人口（9月30日現在）

233,104
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グラフ

市町名 区分 Ｈ２年 Ｈ７年 Ｈ１２年 Ｈ１７年
Ｈ２２年
参考値

0～14(構成比) 19,767(16.8)14,619(13.3)12,183(11.8)11,314(11.5)10,596(11.2)

15～64(構成比)82,259(69.9)76,596(69.9)68,873(66.8)61,786(62.8)56,167(59.1)

65～  (構成比) 15,591(13.3)18,475(16.8)22,088(21.4)25,272(25.7)28,154(29.7)

0～14(構成比) 9,598(17.3) 8,349(14.7) 7,291(13.3) 6,509(12.2) 6,158(11.8)

15～64(構成比)38,670(69.6)39,394(69.2)36,369(66.4)33,561(63.2)31,561(60.3)

65～  (構成比) 7,293(13.1) 9,149(16.1)11,097(20.3)13,065(24.6)14,560(27.9)

0～14(構成比) 6,368(17.4) 5,460(14.9) 4,783(12.9) 4,615(12.5) 4,341(11.8)

15～64(構成比)24,424(66.6)24,136(65.9)23,636(63.6)22,437(60.5)21,619(58.8)

65～  (構成比) 5,860(16.0) 7,051(19.2) 8,718(23.5)10,014(27.0)10,803(29.4)

0～14(構成比) 2,262(17.3) 1,897(14.8) 1,378(13.0) 1,256(11.1) 1,037(10.1)

15～64(構成比) 8,630(65.8) 8,309(64.9) 6,553(61.7) 6,623(58.4) 5,809(56.7)

65～  (構成比) 2,221(16.9) 2,599(20.3) 2,691(25.3) 3,456(30.5) 3,402(33.2)

0～14(構成比) 957(16.5) 809(13.2) 685(13.0) 547(11.5) 448(10.0)

15～64(構成比) 3,615(62.5) 3,960(64.7) 3,022(57.2) 2,693(56.4) 2,553(57.0)

65～  (構成比) 1,218(21.0) 1,352(22.1) 1,579(29.9) 1,531(32.1) 1,477(33.0)

0～14(構成比) 576(14.0) 477(12.3) 412(11.0) 349(10.0) 350(11.9)

15～64(構成比) 2,614(63.4) 2,398(62.1) 2,181(58.2) 1,906(54.9) 1,624(55.2)

65～  (構成比) 933(22.6) 991(25.6) 1,155(30.8) 1,218(35.1) 966(32.9)

0～14(構成比) 39,528(17.0)31,611(14.0)26,732(12.4)24,590(11.8)22,930(11.4)

15～64(構成比)160,212(68.8)154,793(68.5)140,634(65.6)129,006(62.0)119,333(59.2)

65～  (構成比) 33,116(14.2)39,617(17.5)47,328(22.0)54,556(26.2)59,362(29.4)

【市町別年齢３区分別人口推移】

Ｈ２２年は住民基本台帳人口（9月30日現在）

 室蘭市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：国勢調査（各年10月１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：国勢調査（各年10月１日現在）

 圏域合計

 壮瞥町

－４－

Ｈ２２年は住民基本台帳人口（9月30日現在）

 登別市
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 伊達市

 洞爺湖町

 豊浦町

【圏域年齢３区分別人口構成比の推移】
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精神 一般 総数 精神 感染 結核 療養 一般 総数 有床 無床 総数

室蘭市 1 6 7 480 4 24 33813722218 8 47 55 123

登別市 6 6 694 510 1561360 2 14 16 22

伊達市 1 4 5 230 488 3141032 4 22 26 63

洞爺湖町 2 2 351 160 511 1 5 6 18

豊浦町 1 1 60 60 3 3

壮瞥町 1 1 2 226 180 406 2 2

圏域合計 3 20 231630 4 24186720625587 15 93 108 226

休日・夜間の小児救急患者の診療を連携市町
が共同で支援。

②小児救急医療支援事業
室蘭市・登別市・伊
達市・洞爺湖町・豊
浦町・壮瞥町

連携名称 連携市町

19

【広域連携による救急医療体制の状況】

①広域救急医療対策事業
室蘭市・登別市・伊
達市・洞爺湖町・豊
浦町・壮瞥町

主な連携内容

西胆振７病院による休日・夜間の重症救急患
者の診療を連携市町が共同で支援。

人口千人あたり
病床数

北海道

病床数

伊達市

2,341

1,382

1,0951.918

12,447

2

２．生活機能分野における現状と課題　　

－５－

室蘭市

【住民千人あたり医師数・病床数】

　圏域内における病院・診療所は、室蘭市の集積を中核としながら、登別市、伊達市、洞爺湖町に

おいても基幹的な医療施設が立地し、圏域での住民千人あたりの医師数、病床数はほぼ全道平

登別市

病床数 施設数

人口千人あたり
医師数

壮瞥町
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出典：北海道保健統計年報（平成２０年１０月１日現在）
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（１）医療
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圏域合計

医師不足による特定医療機関への集中や、救急から在宅に至る切れ目の無い医療を実践するた

めの病・病連携、病・診連携が課題となっています。

5291.776

均の水準にありますが、豊浦町・壮瞥町では医師・一般病床が不足している状況にあります。

　また、救急医療では７箇所の２次救急医療機関による診療を６市町が共同で支援していますが、

市町名

一般診療所

病床
数

【市町別病院・診療所の状況】

出典：北海道保健統計年報（平成２０年１０月１日現在）
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噴火周期

２２年

３２年

３４年

５７年

３１年

４７年

 １９４４～４５年噴火

　圏域内には、２０年から５０年の周期で噴火を繰り返している有珠山があり、過去２００年間に

おける６回の噴火の中では大きな人的被害をもたらした事例もあります。

　これまでも有珠山を取り巻く１市３町の間では、防災協定の締結による連携した取り組みが進

【有珠山噴火の履歴】

噴火名称

 １９７７～７８年噴火
火砕物落下・地殻変動・泥流で市街地・耕地・山林
等に被害、降雨型泥流で死者・行方不明者３名

住民避難、赤く光るドーム出現

 １９１０年噴火
火砕物落下で山林・耕地に被害、火口噴出型熱泥
流で死者１名

 １８５３年噴火

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

主な被害内容

 ２０００年噴火
地殻変動・火山噴出型泥流・噴石により国道２３０
号・道央道・鉄道・建物に被害、死者・負傷者なし

の編成が進められており、更なる充実を図ることで圏域の防災体制が強化されます。

（２）防災

められてきましたが、広く西胆振での連携を図ることで一層の充実が図られます。

　また、市立室蘭総合病院においては、専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）

 １８２２年噴火
火砕流で南西麓の１集落全焼、死者１０３名、負傷
者多数、集落の移転

火砕物落下・地殻変動で災害、幼児１名窒息死

1977年噴火

連携市町

　　　　　木の実団地

室蘭市・登別市・伊
達市

－６－

連携名称 主な連携内容

 ①３市防災協定

 ②有珠山防災協定

【市立室蘭総合病院における災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の編成】

伊達市・洞爺湖町・
豊浦町・壮瞥町

平常時及び火山噴火災害時における避難、救出、
被害低減等に相互協力する。

　　　　半倒壊した病院

　災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）は、医師・看護師・救急救命
士等で構成され、大規模災害や事故などの現場に概ね48時
間以内に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受けた
医療チームです。市立室蘭総合病院では平成22年5月に１
チームが認定されました。
　圏域内では、市立室蘭総合病院で2チーム、日鋼記念病院
で1チーム、製鉄記念室蘭病院で1チーム結成されています。
（※平成26年3月現在）

ＤＭＡＴチーム

平常時及び災害時における防災に関して提携都
市が相互に協力する。

【広域連携による防災体制の状況】

－６－



認定を受け、平成２２年２月には、広域的観光の推進を目指し北海道登別洞爺広域観光圏協

議会が設置されたことに加え、室蘭市の工場夜景や伊達市のＱちゃんファーム、豊浦町の自然

体験などが新たな観光資源として注目を集めており、これら観光資源を効果的に結びつけなが

ら、観光客の誘致を図り滞在型観光の推進を図ることが課題です。

洞爺湖町　洞爺湖 　　　豊浦町　大岸礼文海岸 　　　　 壮瞥町　昭和新山

　　　　　登別市　地獄谷 　　　　 伊達市　黎明館室蘭市　地球岬

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

（３）観光

　圏域の観光客入込数は、平成１０年度において約１千５百万人でしたが、平成１２年の有珠山

噴火により急減し、その後１千３百万人台に回復したものの、近年は減少傾向にあります。

　一方、圏域内においては、平成２１年８月に洞爺湖有珠山が世界ジオパークとして国内初の

グラフ

市町名 Ｈ１０ Ｈ１２ Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１８ Ｈ２０

 室蘭市 2,079.6 1,276.3 1,326.9 1,254.0 1,281.4 1,124.6

 登別市 3,694.0 3,219.5 3,440.4 3,185.2 3,093.9 3,061.7

 伊達市 1,725.1 1,522.7 1,891.0 1,831.4 1,695.1 2,072.5

 洞爺湖町 4,613.9 1,889.0 4,112.3 4,189.7 3,206.7 3,142.1

 豊浦町 132.0 370.2 404.1 456.6 422.0 407.1

 壮瞥町 2,470.8 1,158.3 1,868.3 1,829.8 1,756.3 1,768.6

 圏域合計 14,715.4 9,436.0 13,043.0 12,746.7 11,455.4 11,576.6

出典：北海道観光入込客数調査報告書（各年度末３月３１日現在）　単位：千人　

【市町別観光客入込数の推移】

出典：北海道観光入込客数調査報告書（各年度末３月３１日現在）　単位：千人　

【圏域観光客入込数の推移】
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とから、広域連携による不法投棄防止対策の強化が必要です。

市町名

 室蘭市

 登別市

（4）環境

【北海道洞爺湖サミット】

【各市町における環境意識向上の取組】

主な取組

　平成２０年７月７日～９日、洞爺湖町のザ・ウィンザーホテル
洞爺を会場に、北海道洞爺湖サミットが開催されました。
　サミットでは環境問題が主要テーマの一つとなり、圏域内の
各市町では環境関連のイベント開催や「花いっぱいでお迎え
プロジェクト」「おもてなしクリーンアップ運動」の取組などが行
われました。

　また、平成２３年７月の地上デジタル放送への切り替えに伴い、不法投棄の増加も懸念されるこ

環境基本計画の作成、環境家計簿の普及啓発、環境セミナーの開催、ワットア
ワーメーターの貸し出し

環境基本計画の作成、環境白書の公表、子ども環境家計簿の実施、環境ポス
ターの募集事業

低炭素社会に対応したライフスタイルの形成を図ることが必要です。

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

洞爺湖町
世界との絆プロジェクト

　圏域においては、平成２０年、環境を主要テーマとした北海道洞爺湖サミットが開催され、様々

な環境関連イベントも開催されており、今後とも住民の環境意識向上に向けた取組を継続すると

ともに、伊達市の木質ペレットなど圏域固有の再生可能エネルギーの積極的な導入を図りながら

 伊達市

 洞爺湖町

 豊浦町

 壮瞥町

【広域連携による廃家電処理の取組】

【再生可能エネルギー導入の取組】

　 伊達市　ペレットプラント 洞爺湖町　ＪＡとうや湖雪蔵 室蘭市 星蘭中学校太陽光パネル

室蘭市　不法投棄

環境基本計画の作成、環境白書の公表、環境パトロール時の広報啓発

　家電リサイクル法では、自らが販売した家電製品以外の製
品には引き取り義務がないため、室蘭市・登別市・伊達市の３
市では、家電販売店や一般廃棄物収集運搬許可業者の協力
を得て「リサイクル推進連絡会」を設立し、自ら販売した製品以
外についても引き取りに応じる体制づくりを行いました。

水産系有機資源堆肥の利用普及啓発

関係団体と連携したエコツアーの開催

環境基本計画の作成、小中学校への出張環境教室の実施

－８－



市町名 小学校 中学校
中等教育・
特別支援学校

高等学校 専修学校等 大学

 室蘭市 19 10 2 6 5 1

 登別市 8 5 1 2 1

 伊達市 10 7 1 2 1

 洞爺湖町 3 3 2

 豊浦町 5 2

 壮瞥町 2 2 1

 圏域合計 47 28 4 13 7 1

　圏域内には、４７小学校、２８中学校があり、各学校において総合学習等の時間を活用しながら、

ふるさとを学ぶ取組が行われていますが、広く西胆振を知り、学ぶことが、将来的な圏域内の交

流促進や定住にもつながり、青少年科学館や室蘭工業大学との連携を促進することで、地域の

特性を活かした理科・ものづくり教育の充実が期待されます。

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

（５）教育

【市町別教育施設数の状況】

　また、社会教育活動においては、既に３市合同による文化・交流事業が行われており、今後、

【青少年科学館による広域出前講座の概要】

３町も含めた事業の展開や周知を図ることで、広域的な活動推進が期待されます。

出典:学校基本調査、北海道調査等（平成２２年３月３１日現在）

主な内容

 合同文化事業

 合同施設見学会  各市住民の参加による合同施設見学会、Ｈ２１は大滝区見学

 講演会・演劇公演・コンサート等の共同開催

 合同国内派遣研修事業  各市３名程度の参加による合同での国内派遣研修

事業名称

 となりまちホットライン  各市の情報を毎月の広報誌に相互掲載

 少年スポーツ交流事業  室蘭市入江陸上競技場において３市小学生の合同陸上大会

【室蘭工業大学における地域連携事業の概要】

【３市による合同・交流事業の概要】

　室蘭市青少年科学館では、平成２２年度から西胆振の小中学校
に出向き、科学実験等を行うことで学校における理科教育の支援
に取り組んでいます。豊浦町では流れる水の働きの実験、伊達市
ではブーメランづくりなどを行いました。

　室蘭工業大学においては、市民公開講座をはじめ、子どもたち
を対象とした科学に関する講座、小中学生の大学訪問等の地域
連携事業が行われており、鋳物の製作体験のできる「ものづくり基
盤センター」は、２１年度において小学校を中心に１８団体、４９０名
に利用されています。

青少年科学館広域出前講座

ものづくり基盤センター

－９－



　また、図書館情報、メール配信、情報教育システムについては、自治体間での共同運用が行

われており、今後更に広域化を進めることで、行政事務の効率化と住民の利便性向上が図られ

共同電算センター

【西いぶり広域連合による共同電算の取組】

　西いぶり広域連合では、平成２０年１月から室蘭市・登別市・伊達
市・壮瞥町の４市町により電算業務を共同で運用しています。
　現在、住民記録、税、保健福祉、都市建設系、内部管理系などの６
８業務のシステムが稼動しています。

　圏域においては、住民記録や住民税、国民健康保険、介護保険などに係る各市町の業務に

ついて、平成２０年１月から、西いぶり広域連合による共同電算が行われています。

３．結びつきやネットワーク分野における現状と課題　　

ます。

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

（１）ＩＣＴネットワーク

運用市町

室蘭市
伊達市

室蘭市
伊達市

室蘭市
壮瞥町

【電算業務の共同運用の状況】

業務名

 図書館情報システム

主な内容

　室蘭市と伊達市の図書館情報システムを一体で運用し、利用
者カードの統一、他市図書館蔵書の検索、予約を実施。両市
の貸出・返却図書を週に１度運搬。

　室蘭市と壮瞥町が、小中学校のパソコンで使用するインター
ネットシステム等を共同で運用。

 メール配信システム

 情報教育システム

　室蘭市と伊達市で登録者にメール配信するシステムを共同で
運用。現在、火災情報、不審者情報を配信。
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市町名 耕種 畜産

 室蘭市 20 230

 登別市 50 2,050

 伊達市 4,170 4,920

 洞爺湖町 2,540 580

 豊浦町 690 1,310

 壮瞥町 1,180 130

 圏域合計 8,650(15%) 9,220(19%)

 北海道 56,070(100%)49,180(100%)

17,840

105,270

第２章　定住自立圏に係る圏域の現状と課題

（２）地産地消

【市町別農業産出額の状況】

出典：農林水産省生産農業所得統計（平成１８年度）　単位：百万円

計

250

2,100

　圏域内においては、少雪温暖な気候を活用し、野菜・果樹等の生産をはじめ、酪農・養豚・

養鶏等の畜産も行われ、農業産出額では耕種で全道の約１５％、畜産で約１９％を占めるなど

多種多様な農畜産物が生産されています。

　また、水産業では、全道の漁獲高に占める割合は大きくないものの、全国的にも有名な豊浦

1,990

1,300

9,080

3,120

町のホタテをはじめ、マツカワ・クロソイなどブランド化の取組の進められている水産資源があり

ます。

すが、更なる消費拡大に向けて地産地消の推進や６次産業化の取組などが必要です。

　これら様々な農水産物の消費拡大に向けて、朝市や道の駅等における直売も行われていま

 北海道 56,070(100%)49,180(100%)

市町名 魚類 水産動物類 貝類 海藻類 計

 室蘭市 2,683 710 109 12 3,514

 登別市 819 187 71 0 1,077

 伊達市 311 97 651 4 1,063

 洞爺湖町 35 56 724 - 815

 豊浦町 315 43 1,135 2 1,495

 壮瞥町 - - - - 0

 圏域合計 4,163(3%) 1,093(2%) 2,690(4%) 18(0%) 7,964(3%)

 北海道 137,073(100%)54,370(100%)62,436(100%)26,675(100%)280,554(100%)

105,270

 　　　 伊達市　観光物産館 　　　登別市　漁港朝市・夕市 　　　　壮瞥町　道の駅

【各市町における市場等の取組】

【市町別水産物漁獲高の状況】

出典：北海道水産現勢（平成２０年度）　単位：百万円
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